
 

置賜教育事務所では、昨年度に引き続き、「担任力」を生かした授業改善について、教科研究員（管

内の９名の先生方に委嘱）と置賜教育事務所指導主事による教科研究プロジェクトチームを組織し、

協働して研究を進めてきました。今年度は小学校算数・中学校国語・中学校英語の３教科を研究教科

とし、「考える力」を育む教科指導改善に向けた研究協議及び学習指導研修会における授業提案を行

ってきました。 

その研究成果を“「考える力」を育む授業づくりのポイント”として提案させていただきます。「担

任力」を生かしたこれからの授業改善の参考にしていただければと思います。 

※ 今年度の取組の成果を『実践記録集』としてまとめ、置賜教育事務所ＨＰにアップします。 

教科研究員の先生方の実践（指導案等）も掲載しますので、ぜひご覧ください。 

 

 

 

“多様な見方”や“筋道を立てた考え方” 

を養う授業の創造を！ 

 

① 知識･技能を活用する問題解決の場面を単元

に位置付ける 

② 指導者が具体的なイメージを持ち、筋道を立て

て説明し合う場面を設け、学び合うよさにつなぐ

③ ２問目以降に「確かめ問題」または「チャレンジ

問題」等、自力で解決する場面を設ける 

 

 

 

 

コミュニケーションを中核にした 

“インタラクティブ”な授業を！ 
 

① 英語が使いたくなるような必要感・必然性のあ

る言語活動を位置付ける 

② 双方向の交流を大切にしたコミュニケーション

の場を設定する 

③ ＣＡＮ－ＤＯリスト等により、学習到達目標を明

確にし、振り返りや自己評価の方法を工夫する 

  

 

 

“言葉”に生徒の心を通わせた学びを！ 

 

① 教材の特質と子どもの実態を見極め、年間指

導計画を見通して付けたい力を明確にする 

② 単元の展開部では第三次との関連性を意識さ

せ、子どもの主体的な思考･判断を促す発問や

指示を工夫する  

③ 子どもの思いを掘り起こし、全体で共有するこ

とで広がりや深まりを持たせる 

 

 

 

 

思考力･判断力･表現力等が身に付いた 

“ゴールの姿“を明確にした授業を！

 

① 年間指導計画や単元指導計画を見通し、各時

間の指導内容を重点化する 

② 教科の特性に合った、ねらいを達成するための

言語活動を設定する 

③ 学びの実感・納得のともなう「まとめ」や「振り返

り」を位置付ける 

 



 

置賜教育事務所では、平成２６年度も《信頼される学校づくりを

進め、知徳体が調和した「いのち輝く子ども」を育成する》ため、

「考える力を育む授業づくり」と「自尊感情を育む集団づくり」を

ポイントとした『おきたまの教育』を発行します。先生方のお手元

に届くのは４月になってからですが、一足早くご紹介しますので、

次年度の教育課程編成等にご活用ください。 


